
 

テーマ 講師

1 10/21 （金）19:00-21:00

国際開発協力の歴史、

日本政府・主要ドナーの開発

協力と国際相互依存関係

大野 泉 氏（政策研究大学院大学/GRIPS 教授)

国際協力事業団（現在のJICA）、世界銀行、国際協力銀行（JBIC）等を経て、

2002年よりGRIPS教授。2018年10月～20年9月までJICA緒方貞子平和開発研究

所長を務める。専門は国際開発政策、日本の開発協力、産業開発協力。過去に外務省

「ODA評価有識者会議」や「ODA大綱の見直しに関する有識者懇談会」委員、経済産

業省「今後の海外産業人材育成の在り方」勉強会座長等歴任。著書に『町工場からアジ

アのグローバル企業へ：中小企業の海外進出戦略と支援策』（編著、中央経済社、

2015年）等。

2 10/28 （金）19:00-21:00 障害と開発

戸田 美佳子 氏（上智大学 総合グローバル学部 准教授）

京都大学アフリカ地域研究資料センターの産官学連携特任研究員、日本学術振興会・

特別研究員、国立民族学博物館の機関研究員を経て、2018年4月より現職。近著に

『アフリカの「障害と開発」―SDGsに向けて』（共著、アジア経済研究所、2016年）、『越

境する障害者―アフリカ熱帯林に暮らす障害者の民族誌』（明石書店、2015年）等。

3 11/11 （金）19:00-21:00
共に学ぶ場としての国際協力

～NGOで働くこととは～

三宅 隆史 氏（公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会/SVA 教育事業アドバイ

ザー）

シャンティ国際ボランティア会教育事業アドバイザー、タイ国境のミャンマー難民、アフガニスタ

ン、ネパールで各所長を務め、教育協力事業に従事した。教育協力NGOネットワーク事務

局長、開発教育協会理事、SDGs市民社会ネットワーク教育ユニット幹事。教育学博士

(上智大学)。日本福祉大学・亜細亜大学非常勤講師。共著に『SDGsと開発教育』(学

文社)、『途上国世界の教育と開発』(上智大学出版)等がある。

4 14:00-16:00 教育分野の国際協力

黒田 一雄 氏（早稲田大学大学院 アジア太平洋研究科 教授）

アジア経済研究所開発スクール修了後、スタンフォード大学にて国際教育開発、コーネル

大学にて教育・開発社会学を専攻、Ph.D.取得。近年は、ユネスコやJICA緒方研究所と

連携して、アジアのインクルーシブ教育や高等教育国際化・SDG第4目標等の教育のグ

ローバルガバナンスを研究している。編著に、Japan’s International Cooperation in

Education (Springer, 2022), 『日本の国際教育協力－歴史と展望」（東京大学出

版会、2019年）, 『ユネスコ国際教育政策叢書全12巻』東信堂（2014－2016）

等。

★ 16:30-17:30

懇親会

（Zoomミーティングにて開

催）

※懇親会の参加は任意です。

講師の参加はありません。FASID事務局が運営いたします。

※全コース受講者のみを対象としています。

5 12/2 （金）19:00-21:00 防災と参加型コミュニティ開発

ショウ ラジブ 氏（慶應大学 政策・メディア研究科 教授、総合政策学部 教授）

京都大学教授、国際科学会議の総合防災研究プログラム所長を経て、現職。国連アジア

科学技術諮問委員会の共同議長。専門分野は、環境防災マネージメントで、主な研究

テーマは、コミュニティ防災、気候変動適応策、都市防災、および防災教育。災害リスク軽

減の分野における生涯の貢献が認められ、2022年に国連笹川賞（災害リスク軽減部

門）を受賞。

6 12/9 （金）19:00-21:00
UNシステム及び

国連機関による平和政策

西野 桂子 氏（関西学院大学 総合政策学部・大学院総合政策研究科 教授）

国連児童基金（UNICEF）のバングラデシュ駐在事務所、ニューヨーク本部での勤務を経

て、開発コンサルタント会社グローバル・リンク・マネージメント株式会社を設立、ODA事業の

調査、評価等に従事。2013年より現職。近著に『グローバルキャリアのすすめ　プロフェッショ

ナル講義』（共著、関西学院大学総合政策学部、2018年）等。

※全ての回の時間内に小休憩（10分）を含む。 ＜一部変更になる可能性があります。＞

2022年度　国際開発入門コース　研修スケジュール

日時※

11/19 （土）


